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図-1のような AB = BC = CD = DA = AC = 1である四角形 ABCDを考える。こ
の四角形ABCDをACで折り，図-2のように点B，C，Dが平面 P にのるように置く。
図-2に現れる辺 CBと辺 CDとがなす角を α，α = ∠BCD，とし 0◦ < α < 120◦ とす
る。以下の問に答えよ。

(1) 図-2において，Aから平面 P に下ろした垂線が P と交わる点を Hとする。−→
AH

を −→
CA，−→

CB，−→
CDと αとで表せ。

(2)
−→
AHの長さを αを用いて表せ。

(3) Hが図-2における△BCDの重心となるときの角度 αを求めよ。
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